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■■キキーーワワーードド：： （1） 国際宇宙ステーション 
 （2） 「きぼう」日本実験棟 
 （3） 国の課題解決型研究・学術研究 
 （4） 民間利用オープンイノベーション 
 

■■  ははじじめめにに  

2008 年、国際宇宙ステーション(ISS)･｢きぼう｣日本

実験棟で我が国の地球低軌道(LEO)における宇宙環境

利用が本格的に開始されて以来、JAXA では微小重力等

の宇宙環境の特徴を生かして様々な研究を行ってきた。

現在は、将来の LEO における宇宙環境利用が人類の社

会・経済活動の一部として定着し

ている姿を見据え、以下の3つの

方針で｢きぼう｣利用成果の最大

化を進めている。 

１．国の課題解決型研究・学術研究の推進 

２．民間利用オープンイノベーションの推進 

３．超長期有人宇宙滞在技術・探査技術獲得の推進 

当発表では、１及び２の活動を紹介する。 

 
■■  活活動動内内容容  
１．国の課題解決型研究・学術研究の推進 
(1)枠組み 
ISS退役後のLEO利用継続を見据え、｢きぼう｣利用成

果の最大化に向けて、我が国が抱える課題の解決に貢
献できる領域(重点領域)と、基礎・基盤的な科学技術
力の向上に貢献できる学術研究の両輪で研究テーマを
募り、共同研究による宇宙実験の実現に取り組んでい
る。 
 

(2)重点領域 
研究を支える｢きぼう｣の研究開発基盤を｢プラット

フォーム(以下、PF)｣と定義し、下記5つのPFにおいて
大学や研究機関等と協力して｢きぼう｣での実験実現・
成果の獲得に取り組んでいる。 
① タンパク質の構造に基づく

薬剤設計支援を目指す｢新薬
設計支援PF｣。近年注目され
る、創薬に貢献する膜タン
パク質の高品質な結晶生成
も実施。 

② 筋量や骨量の低下が加速される｢きぼう｣の特徴を利
用したヒトの健康長寿に関する研究に貢献する｢健
康長寿研究支援PF｣。 

③ 静電浮遊炉(ELF)を用いて高温熱物性値の取得等に
より材料研究へ貢献する｢革新的材料研究支援PF｣。 

④ 人工衛星の放出機会を提供する｢超小型衛星放出
PF｣。国内の機関や企業、大学等のほか、国連と連
携し、発展途上国への小型衛星放出機会の提供も
行っている。 

⑤ ｢きぼう｣船外環境での実験機会を提供する｢船外ポ
ート利用PF｣。同時に複数の実験装置の搭載が可能
な設備を設け、宇宙環境での簡易曝露実験や宇宙
用機器の手軽な実証が可能となっている。 
 

(3)学術研究 
イノベーション創出につながる成果を生み出すこと

を目指し、独創的・先導的な科学研究を推進してい
る。生命科学や物質･物理科学等の多岐にわたる研究
に大学や研究機関等と共に取り組んでいる。例えば、
直近の若田光一宇宙飛行士ISS長期滞在中の実験とし
ては、固体材料の燃焼への重力の影響を調べる実験、
飲料水中の微生物管理法の開発につながる実験等を実
施している。 

 
２．民間利用オープンイノベーションの推進 
JAXAはこれまで｢きぼう｣利用

で培った技術や知見、ノウハウ
のうち、成熟したものから順次、
民間事業者へ移管を行ってい
る。｢超小型衛星放出PF｣では、
2018年に超小型衛星放出事業者
として選定されたSpace BD(株)、三井物産エアロスペース
(株)による小型衛星放出サービスが開始され、｢きぼう｣から
の放出実績をあげている。また、｢新薬設計支援PF｣では、
2021年に民間パートナーに選定されたSpace BD(株)が、
高品質タンパク質結晶化実験サービスを提供し、｢きぼう｣
での実験を成功させている。 

さらには、これらの分野・領域以外を含めた多様な利用
を実現させるため、受益者負担型の有償利用サービスを
展開し、宇宙探査やLEO商業活動に取り組む民間企業の
技術実証ミッション(例：植物栽培技術実証、アバター体験
実証)や公共的な目的のためのミッション（例：東北復興に
関するミッション）、エンターテイメントミッション（例：宇宙と
地上を双方向でつなげた番組配信）等の多岐に渡る利用
を行っている。 
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